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１ 郷土文化館の諸問題

（１）施設の老朽化

１９５５年 旧市立図書館に開館
（現在小田原市観光案内所）

１９７１年 常盤木門

１９７３年 旧神奈川県立小田原
婦人専修職業訓練校

2



１ 郷土文化館の諸問題

（２）収蔵庫の飽和状態
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２ 小田原市博物館基本構想について

小田原市博物館基本構想 策定(平成29年1月)

-小田原の歴史を未来へ伝え市民とつくる博物館-目指す姿

小田原の歴史・文化を伝える

誰でも使いやすい

市民と育てる

学校教育と連携した

災害に強い

連携の中核となる

情報を集約し発信する

新しい
博物館
に求め
られる
方向性

小田原の歴史・文化に関する情報につ
いて、収蔵される博物館資料だけでは
なく、既存施設で収蔵する博物館資料
の情報や、地域資源の情報を広く収集
し、一元管理することを目指す。
また、博物館資料のデジタル化を推進
し、管理する情報を利用者が活用しや
すい環境を整え、併せて収集した地域
資源の情報の活用が図れるよう、積極
的に情報を発信する。
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２ 小田原市博物館基本構想について
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３ 仕様書作成と契約に至るまで

（１）仲間集め

ア 庁内の文化財資料所管施設との調整

・関係所管学芸員会議

（２）庁内調整

ア 契約検査課

イ 財政課
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３ 仕様書作成と契約に至るまで

（３）仕様書の作成

ア 学芸員やデジタルアーキビストなどの有資格者がいること

イ 各関係所管がデジタル化を行いたい資料の抽出と順位付け

ウ 自走を考え、職員が改修しやすいシステムの構築

（４）契約に至るまで

令和４年３月 交付金採択

６月 議会承認

７月 仕様書作成

８月 プロポーザル

９月 契約

令和５年３月 業務完了
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３ 仕様書作成と契約に至るまで

（５）仕様書での目標数（カテゴリ１）

高精細撮影 ８０５０枚

３D撮影 １６点

適切な手法でデジタル化

研究報告５８冊（OCR化）

二宮尊徳生家ドローン撮影

図書資料 約１８００冊

写真プリント約６０００枚

動物標本 約２００点

記録写真（民俗資料撮影）

目録登録

約６６０００（想定）

整理・目録作成・デジタル化

植物標本 約６１００点

魚類標本 約２００点

図書資料 約２０００点

各種コンテンツ作成

小中学校副読本HTML化

文化財マップ作成 など
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３ 仕様書作成と契約に至るまで

（６）仕様書で優先順位を指定（カテゴリ２）

３５mmフィルム １,５５６コマ

オープンリール ６３本

１６mmフィルム ６９本

ガラス乾板 １,５８０枚

ＶＨＳのデジタル化 １４本

絵葉書・紙焼き写真 ７５０枚

フィルム ２５,０００コマ

ドローン撮影 ４施設

イベント動画撮影 １イベント

マイクロリール

３２１,２２７コマ

発掘調査報告書

２４３冊
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４ デジタルミュージアム構築について

ア 業務期間：約６か月

イ 業務に携わった職員：

事務局：郷土文化館３名（うち１人は、撮影担当）

尊徳記念館・文化財課・中央図書館

小田原城天守閣

人数：約１０人

※外部協力として、県立生命の星・地球博物館 等

ウ 定例会の実施

関係所管+受託業者

（１）業務全般について
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４ デジタルミュージアム構築について

ア デジタル撮影の進捗状況

・撮影スタッフの多数が、学芸員資格保持者

・短期間で撮影完了

イ 目録項目の設定

・従来の「基本フォーマット」を項目追加検討

・特に自然系の項目は未完成

ウ コンテンツ制作状況

エ サイトビジュアル

（２）定例会での主な審議内容
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４ デジタルミュージアム構築について

（３）業務完了後

考古資料 ３２件 写真資料 ５,３３４件

歴史資料 ３４７件 建造物 １１件

民俗資料 ４７３件 史跡 ０件

美術資料 １５０件 自然科学資料 ９,０１１件

文学資料 ９８件 天然記念物 ０件

※写真つきで公開をした資料件数

12



４ デジタルミュージアム構築

棚やテンバコに番号付与

（４）具体的な作業（民俗資料）

写真撮影

撮影した資料に撮影番号を付与

既存の目録等と照合
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５ 今後に向けて
（１）アーカイブ・コンテンツの拡充

ア 資料撮影・目録整備・権利処理・アーカイブへ掲載

イ より魅力的なコンテンツの追求

（２）教育現場との連携強化

ア 学習指導案を作成

イ アーカイブと学習指導要領コードとの連携

ウ 「教員のための博物館の日」への参加

（３）外部データベースとの連携

ア ジャパンサーチ

イ サイエンスミュージアムネット
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